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･川崎健氏「畑井メタル」受賞おめでとう
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これからの食のゆくえ

戸琴恵三言耐れたのは食品の表示偽装であ｡た｡『白い恋人』『赤福｣ ｢船場吉兆
の偽装表示」など、なぜこんなに消費者をだますのか。

11月1 1日、安田節子さん(NPO法人日本有機農業研究会理事・遺伝子組み換え

食品や原子力発電所の問題にも取り組んでいる）の講演を聴くことができたので紹介し

たい。

いま考えなければいけないのは、コメである。コメは関税が高いため輸入が規制され

ているが自由貿易に押される可能性がある。コメは輸入規制により国産が95％である

が他の穀物は輸入に依存している。また、コメからもバイオエタノール燃料をつくる構

想も始まり新潟で実験している。

WTO(世界貿易機関・自由貿易の促進を主目的にする）の成立以降農産物や食料の一

層の貿易商品化、世界規模の流通システム化がなされた。それにより安全基準が緩和さ

れ、質が低下した。国内業者は競争と利益至上主義により表示偽装が絶えない。日本は

流通できるようにするため規制の基準まで換え、添加物などの規制緩和を行った。

アメリカやアジア諸国でバイオエタノールを化石燃料の代替として原料の大豆やトウ

モロコシを大規模に生産し、従来の作物は、より高く売れるのでトウモロコシ畑に転換

している。アメリカでは、良質なトウモロコシはバイオエタノールにし、残った不良品

は飼料としてアカカビのはえたまま日本に輸出、日本の農家は豚や鳥の餌として食べさ

せると、豚や畜産はいろいろな病気にかかり障害を起こしている。

トウモロコシや大豆、小麦などの輸入原料が値上がりし、その加工食品も一斉に値上

がりし、エネルギーと食料で作物の争奪戦が繰り広げられ、日本のコメの備蓄量はたっ

た55日といわれている。

中国、インド、アフリカなどの国は森林伐採しトウモロコシ、パームオイル、サトウ

キビなどの畑をつくる。温暖化や気候変動をもたらす。 低下する食糧自給率、耕作放

棄、農地の企業利用でよいのか。日本の食文化・農業のたてなおしが求められており、

食の安全．安心は食べ物の由来が「見える」ということである。消費者として出来るこ
とは国産のしっかりした餌で育てた肉や食物を食べること、というお話しであった。

少し前までは農産物は国産の日本であったのにいつしか野菜も外国産が市場に安くま
かり通っている。食の輸入依存によらず国産で安心な食糧を期待したい。

そして、コメをもっと主食にとりいれて食べよう。 （日比遙）
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